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しまねふるさとフェア２０２５で大好評！

吉賀町長コラボコッペパン

　吉賀町の魅力を発信するため、１月１８日～１９日に広島市中区で開催された「しまねふるさとフェア

２０２５」会場で、社会福祉法人よしかの里福祉会が、新商品コッペパンを販売しました。このコッペパ

ンは、同法人が、岩本町長と共同で開発した商品で、町長が大好物のサバを竜田揚げにして挟んだ「サバ

の竜田揚げコッペ」と、町内産の豆腐ときくらげをナゲットにして挟み、特製のタレで味付けした「吉賀

町ぎゅぎゅっとコッペ」の２種類で、事前に報道発表をしており当日の会場では２日間とも午前中に売り

切れる程の大人気でした。

　同法人は、今後も引き続き新商品を開発予

定で、様々なイベント等を通じてＰＲし、吉

賀町を元気にしていく計画です。
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島根県知事を表敬訪問し、お米コンクールの受賞報告をしました

　１月２３日（木）に「注連川の糧」の潮竜太郎さんと渡

邊周治さんが町長と一緒に丸山達也知事を表敬訪問し、「第

２６回米・食味分析鑑定コンクール：国際大会 in 北杜」に

おける受賞報告を行いました。

　またその際、コンクールで受賞に輝いた「注連川の糧」の

きぬむすめを贈呈しました。

　米・食味分析鑑定コンクール国際大会は国内最大規模のお米コンクールであり、国内外からお米が一

堂に集められ鑑定士やバイヤーなど専門家 30 人による審査・評価が行われる、お米のおいしさを競う大

会です。本大会は令和６年１２月６日・７日に山梨県北杜市で開催され国内外の個人や団体から計４，

７３６点の出品がありました。

　潮さんは、その中で今回新設された特別表彰「オーガニックビレッジ宣言環境農業大賞」を受賞されま

した。潮さんは第１１回（平成２１年）大会以降、６度の受賞歴があり今回７度目の受賞となります。長

年の出品・受賞歴に加え、環境に配慮した稲作農業の取組と地域活性化に繋がる継続的な活動が称えられ、

オーガニックビレッジ宣言を行っている全国の市町村の中で受賞第１号となりました。

　また、渡邊さんのきぬむすめは、出品された全検体の中から４０点のうちの一つに選ばれ、昨年に続き

２度目となる都道府県・海外地域代表お米選手権部門の「特別優秀賞」に輝きました。

　今回２名が受賞された注連川の糧は、平成１７年に発足して以来、農薬や化学肥料を抑えた環境にやさ

しい農業に取り組んでおり、注連川地区で１３ヘクタールの有機農業による米作りを実践しています。

　吉賀町は平成１９年より本大会に出品し

ており、平成２７年大会を除く計１７回の

大会において受賞に輝いています。吉賀町

では本大会をはじめとする全国大会への出

品に向けて吉賀町米食味選手権及び吉賀町

選抜を毎年９月中旬から１０月中旬にかけ

て実施しています。

　今年も実施予定ですので、生産者の皆さ

まはぜひご出品ください。

有機農業実施計画を策定した市町村において有機農業への思いをメッセージと

して宣言するものです。吉賀町は令和５年４月２５日に宣言を行い、有機農業

に取り組みやすい町づくりを目指して環境に配慮した農業を振興しています。

( 左から )丸山知事、潮さん、渡邊さん、岩本町長

 オーガニックビレッジ宣言
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大雨に係る災害防止に寄与し表彰

　令和６年１１月１日発生の大雨に係る被災箇所を迅速に報告し、災害防止に寄与したとして、水落孝裕

さん（六日市郵便局勤務）と水落裕之さんに町より感謝状を贈呈しました。

　水落孝裕さんは郵便物の配達中に、沢田の馬橋の橋脚がずれていることに気づき、早急に役場の方へ報

告をされました。

　同年１２月２５日に行われた贈

呈式では、岩本町長より感謝状と

記念品が贈られ、「水落さんの報

告がなければ、危うく大惨事に繋

がっていたかもしれない」と感謝

の言葉が伝えられました。当日は、

包括連携協定を結んでいる郵便局

から、六日市郵便局長様、益田郵

便局総務部長様もお越しになられ

ました。

＜写真（右から）岩本町長、水落さん、六日市郵便局長、益田郵便局部長＞

「しまねふるさとフェア２０２５」が開催されました

　１月１８日（土）～１９日（日）の２日間、広島市のひろしまゲートパーク周辺で「しまねふるさとフェ

ア２０２５」が開催されました。

　特産品の販売や屋台村などが行われ、吉

賀町は十割そばやいのしし汁、鮎の塩焼き

などを販売しました。

　１８日に行われたふるさとステージで

は、吉賀町・津和野町・益田市のゆるキャ

ラたちと一緒に紹介を行い、来場者に高津

川流域のＰＲを行いました。

　今年の「しまねふるさとフェア２０２５」

は晴天に恵まれ、２日間で約１２万人の来場

者があり、訪れた方は「しまねならではの味

や懐かしさ」を堪能されました。
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吉賀町消防出初式

　新春の吉賀町消防出初式が町民六日市体育館を会場に１月５日（日）に挙行されました。

　午前８時４０分、消防団員１３６名、消防車両１９台が集合し、団行事を行い、訓練は通常点検が行わ

れました。また、午前１０時から、島根県知事代理様をはじめ町内外から来賓の皆様のご臨席を賜り式典

が挙行されました。消防管理者の式辞、各種表彰の披露・伝達の後、ご来賓各位のご挨拶等が行われました。

最後に恒例の一斉放水がおこなわれ、団員の士気を高めました。

　吉賀町消防団では、地域の安全、安心のために活動しています。近年消防団員は減少傾向にあり、消防

団員を募集しています。

　なお、表彰等を受けられた方は、次のとおりです。（敬称、階級は省略させていただきます。）

吉賀町長表彰（令和７年１月５日付）

　第２分団２部　　石橋　勝幸

　第３分団　　　　下瀬　孝史

　第３分団　　　　野田　拓茉

　第５分団４部　　山本　譲

　第６分団１部　　永田　峻人

　第７分団　　　　三浦　慎一

 勤続章

　第１分団１部　　長尾　清志

　第３分団　　　　円山　洋輔

　第５分団３部　　北川　智利

　第７分団　　　　田村　康太

　第７分団　　　　田村　冠太

　第７分団　　　　村上　竜一

　第８分団　　　　谷　　将史

 表彰章

　片山　幸子

　高橋　まゆみ

　土井　由美子

　石村　節子

　村上　美代子

　田丸　久美

 感謝状

農事組合法人月和田設立

　１月２５日（土）、農事組合法人月和田の設立総会が、河内集会所で開催されました。月和田地区は平

成２６年に圃場整備が完成し、多面的機能支払制度を活用し、農地を守る活動が続けられてきました。し

かし、高齢化の波と米価の低迷、後継者不足等により、いつ耕作放棄地が発生してもおかしくないような

状況が見えてきました。このような状況から、今回、農地集積することによるコスト低減を図り、後継者

の育成に利点を置きながら、「集落全員が参加し、それぞれができる作業に協力し、役割を担う」法人を

設立し、集落農地の保全を進めていきます。

　町では地域農業の維持、発展

のためには集落営農の活性化が

重要であるため、集落営農の組

織化、法人化を進めております。

　近年、集落営農法人の設立が

増えており、令和になってから

農事組合法人月和田を含め３件

が設立されています。集落営農

について詳しく知りたい方は役

場産業課までお問い合わせくだ

さい。

トピックス
話題・できごと
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第５次吉賀町行政改革計画・財政健全化計画について

　令和６年１２月２４日に、吉賀町行政改革推進委員会の能

美会長より、第５次吉賀町行政改革計画・財政健全化計画に

ついての答申書を受け取りました。

◇計画の概要◇

　計画期間は、令和７年度から令和１１年度までの５年間となります。

　第４次計画を引継ぎ、まちづくり計画を着実に推進し、住民目線に立ったサービスをより一層すすめる

　ための計画となります。

　令和７年１月６日に開催された行財政改革推進本部で計画の承認を得て、今後は吉賀町議会において計

　画の説明・報告を行い、計画を進めていきます。

＜左から岩本町長、能美会長＞
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保健だより
健康・食育・予防

女性の健康週間

　毎年３月１日～３月８日は「女性の健康週間」です。

　女性が生涯を通じて健康で明るく充実した日々を過ごすための総合的な支援を目的とし、国及び地方公

共団体、関係団体等、社会全体が一体となって様々な取り組みを行っています。今年度のテーマは、「女

性の健康を支える地域・社会の役割～誰一人取り残さない健康づくりの実現に向けて～」です。

　今回は、性差がある健康課題ひとつとして、女性に多い「骨粗しょう症」についてご紹介します。

「骨粗しょう症」について

１．どんな病気？

　骨密度の低下や骨質の悪化によって骨強度が低下したために、骨折しやすい状態になった病態です。女

　性の場合、その多くは閉経後の女性ホルモンが激減した時期に骨量が著しく低下するため、閉経後には

　骨密度検査を行ってみることが推奨されます。

２．骨粗しょう症になりやすいのはどんな人？（特にご注意いただきたい方）

　・高年齢者　　　・閉経後の女性　　　・低体重の方

　・ステロイド治療を長く続けている方

　・家族に骨粗しょう症の方がいる方（遺伝的な要因）

　・若い頃からの食習慣が気になる方（カルシウム摂取量が少ないなど）　　など

３．骨粗しょう症の治療について

　・薬物治療を開始します。医師と相談しながら最も適した治療を続けましょう。

　・加えて、バランスのとれた食事や運動による日常ケアも重要。 

４．骨粗しょう症の予防について

　・バランスの取れた食事を心がけましょう。

　・カルシウムやビタミンＤが多く含まれる食品摂取を意識しましょう。

　・運動も適度に行いましょう

５．骨密度測定をしてみたいと思ったら

　・かかりつけ医に相談してみましょう。

　・介護予防教室、ふれあいサロンや百歳体操グループ等への出張若返り測定隊などでも骨密度測定（超

　　音波式）を行っています。興味のある方は保健福祉課（☎７７―１１６５）へお問い合わせください。

（参考）ぜひご覧ください

〇女性の健康を支援するための情報提供ホームページ

「女性の健康推進室 ヘルスケアラボ」 http://w-health.jp/　( ＱＲ ) 

〇スマート・ライフ・プロジェクト内の女性の健康週間に関する特設ホームページ

https://www.smartlife.mhlw.go.jp/
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。
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９ 

２
０
２
２

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
０
８
５
６ 

７
９ 

２
０
５
５

＜ポン菓子や可愛い手作り小物など＞＜当日の利用者の皆さんとご一緒に＞
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方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
「
ア
ス

ノ
ワ
」
と
は
、
社
会
福
祉
法
人
吉
賀

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
経
営
す
る
障

が
い
の
あ
る
方
へ
の
就
労
支
援
を
行

う
事
業
所
の
こ
と
で
、
正
式
名
称
は

「
障
が
い
者
就
労
継
続
支
援
事
業
所
ア

ス
ノ
ワ
」
で
す
。
こ
の
事
業
所
の
運

営
方
針
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
自

立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営

む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
就
労
の

機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
生
産

活
動
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
を
通
じ

て
、
知
識
及
び
能
力
向
上
の
た
め
に

必
要
な
訓
練
な
ど
の
便
宜
を
適
切
か

つ
効
果
的
に
行
う
こ
と
で
す
。

　

事
業
所
事
務
所
は
、
柿
木
に
あ
る
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
と
の
湯
荘
隣
接
地
に
あ

り
、
下
七
日
市
交
差
点
付
近
に
は
「
ア
ス

ノ
ワ
シ
ョ
ッ
プ
」
も
あ
り
ま
す
。
現
在
の

利
用
者
は
17
名
前
後
で
、
提
供
作
業
と
し

て
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
道
の
駅

の
清
掃
作
業
、
ポ
ン
菓
子
製
造
・
加
工
、

各
種
内
職
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
去
る
１
月
８
日(

水)

午
前
、

短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
「
ア
ス
ノ
ワ

シ
ョ
ッ
プ
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ま
ず
お

聞
き
し
た
の
は
、「
ア
ス
ノ
ワ
」
と
い
う

名
称
の
由
来
に
つ
い
て
で
す
。
「
明
日
の

輪
・
和
～
人
と
人
と
の
輪
・
和
が
明
日
へ

広
が
り
、
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
」
と

い
う
思
い
か
ら
名
付
け
た
そ
う
で
す
。
そ

し
て
、
シ
ョ
ッ
プ
内
に
あ
る
吉
賀
町
産
の

お
米
で
作
っ
た
ポ
ン
菓
子
や
可
愛
い
手
作

り
小
物
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
特
に
、
興
味
を
持
っ
た
の
は
以
前

か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
ポ
ン
菓
子
で
、
私

も
数
回
購
入
し
て
食
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
山
口
県
内
の
専
門
店
で

手
ほ
ど
き
を
受
け
て
、
現
在
に
至
っ
て
お

ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、
昔
懐
か
し
い
味
で
、

町
内
外
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
で

も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
り
、
味
噌
汁
に
入

れ
た
り
す
る
な
ど
各
自
の
工
夫
次
第
で
食

べ
方
も
様
々
で
す
。
当
日
は
、
製
作
時
の

ド
デ
カ
イ
音
「
ポ
ン
！
」
を
聞
き
た
か
っ

た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
実

演
も
さ
れ
る
よ
う
で
す
の
で
、
こ
れ
は
次

の
機
会
の
お
楽
し
み
に
し
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
は
、
数
名
の

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
様
々
な
事
に
つ
い
て

お
話
を
す
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

　

事
業
所
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
個

性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
人
一
人
の
長

所
を
見
つ
け
、
可
能
性
を
最
大
限
伸
ば
す

こ
と
が
出
来
る
支
援
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。
行
政
と
し
て
も
様
々
な
形
で
連
携
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
事

業
所
で
は
、
裁
縫
・
編
み
物
・
ゴ
ミ
袋
作

り
の
内
職
、
名
刺
作
成
な
ど
可
能
な
限
り

仕
事
の
依
頼
も
受
け
付
け
て
お
ら
れ
る
そ

う
で
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
是
非
お

問
合
せ
下
さ
い
。

（
電
　
話
）
０
８
５
６ 

７
９ 

２
０
２
２

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
０
８
５
６ 

７
９ 

２
０
５
５

　１月２６日に島根県立石見武道館で行われた「浜田市空手道選手権大会」において、中野麻

子さん（柿木小５年）が、５・６年女子個人形、団体形で優勝、仲村來晄さん（朝倉小２年）が、１・

２年男子個人形で優勝、仲村弥紘さん（朝倉小１年）が、個人形第２位、男子組手第３位とな

りました。また、小学校男子団体形において、仲村來晄さん、金川虎太郎さん（六日市小２年）、

仲村弥紘さんが優勝しました。

 空手道選手権大会

　技術面、精神面においてさらに向上してい

けるよう、日々の練習に益々力を入れていっ

てほしいと思います。
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　そもそも浄化槽維持管理費補助金とは毎年４月１日～翌年３月３１日の間に浄化槽の清掃を実施した

際、その期間に一回申請ができる補助金のことです。

　今年度分（令和６年度）の申請は令和７年３月３１日を過ぎますと補助金を交付できなくなってしまい

ます。また、今年度（令和６年度）の清掃記録表は次年度（令和７年度）の申請に使用することはできま

せんのでご注意ください。

　申請は以下の 4つの条件をすべて満たしている方が補助金交付の対象となります。

　　・下水道や農業集落排水処理の区域外に住んでおられる方

　　・合併処理浄化槽を使用しておられる方（単独浄化槽を使用している方には交付できません。）

　　　　⇒合併処理浄化槽とはトイレ・台所・風呂等のすべての生活雑排水を処理する浄化槽のことです。

　　・浄化槽の保守点検と法定検査を受けておられる方

　　・税金等を滞納しておられない方

＜イメージ＞

◇申請の方法は？◇

　浄化槽の清掃を実施したら申請ができます。

　申請時には以下のものを税務住民課（六日市）もしくは建設水道課（柿木）まで提出してください

　　①申請書および同意書

　　②令和６年度内に実施した浄化槽の清掃記録表（汚泥の抜き取り表）の写し

　　③浄化槽の保守点検の写し（浄化槽の清掃を実施した日から過去１年分のもの。３～ 4枚）

　　④浄化槽の法定検査証（第１１条検査）の写し（申請する年度のもの又は前年度のもの）

申請書・同意書は税務住民課（六日市）建設水道課（柿木）でお渡ししています。

また、申請書・同意書は吉賀町のホームページにも掲載していますのでダウンロードして

そちらに記入していただいてもかまいません。

（トップページ -暮らし -各種証明・申請書 -合併浄化槽の補助金に関する申請書）

申請後、１～４週間程度で建設水道課から交付決定通知書と請求書を送付します。

折り返し請求書に記入してご提出ください。



11　　広報よしか　2025 年 3 月号　№ 233

　普段の飲み水として、水道ではなく井戸をご利用の皆さん、井戸水も水質が変化することをご存じです

か？井戸も水源地周辺の変化や気温の上昇等の影響で水質が変化する場合があります。定期検査をしてみ

ると、ある日いきなり水質基準値を大きく上回るといったことが県内でも実際に起こっています。井戸を

お持ちの方に、日々の点検や管理そして水質検査についてご紹介します。

井戸の管理について

　井戸をお使いの方は下記に注意しながら管理をお願いいたします。

　　・井戸等及びその周辺にみだりに人畜が立ち入らないように適切な措置を講じましょう。

　　・井戸周辺の清潔保持等のため定期的に点検を行い、汚染源に対する防護措置を講ずるとともに、

　　　これら施設の清潔保持に努めましょう。

　　・定期（毎年１回以上）及び臨時に水質検査を行いましょう。

　　　（厚生労働省や保健所で推奨されています）

　　・水質検査については環境大臣の登録を受けた水質検査機関で受けることができます。

　もし井戸水を使用している際に味・色・匂い・濁りに違和感を感じた場合水質が変化している可能性が

　あります。水質検査をお勧めいたします。

水質検査の流れ

　水質検査は吉賀町役場では行えません。水質検査を受けたい場合は外部検査機関の公益財団法人島根県

　環境保健公社（☎０５７０―０８５―１１１）等に依頼する必要があります。環境保健公社への直接持

　ち込みが難しい場合は次の施設の日程に合わせてお持ち込みください。

　　・島根県食品衛生協会益田支所　☎２２―０４０６　毎週水曜日午前８時３０分～１１時３０分

　　・吉賀町役場建設水道課　　　　☎７９－２２１２　毎月一回の水質検査日（月により変わります）

容器の貸し出し等もありますので必ず事前にお電話をお願いいたします。

検査内容について

　検査内容については１６項目の検査と２２項目の２種類があります。

検査で異常があった場合

　もし、検査結果に異常が見受けられた際は直

　ちに飲用を控え最寄りの保健所へご相談くだ

　さい。また吉賀町では水質基準を満たした安

　全な水道を提供しております。上水道の利用

　についてもご一考いただければと思います。

　普段使う井戸だからこそ水質について安心し

　て利用されたいと思います。この機会にお使

　いになられている井戸の管理や水質を見直し

　てみてもよいのではないのでしょうか。
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吉賀町内における救急搬送状況と「よしか健康ダイヤル２４」の活用について

　吉賀町内の救急発生件数及び搬送人数の状況について、柿木分遣所及び六日市分遣所のデータを基に以

下のグラフを作成しております。本年度（１２月まで）の昼間の救急搬送人数は、ひと月平均２２件（前

年度２１件）で前年度より微増となっています。一方で、夜間の救急搬送人数は、ひと月平均１２件（前

年度１４件）で前年度より減少しています。特に今年度は猛暑の影響等により、７月から９月にかけての

救急搬送が例年より増加しており、益田赤十字病院をはじめとする二次救急病院の救急医療の現場がひっ

迫する状況もありました。町民の皆様には引き続き適切な救急対応についてのご理解、ご協力をお願いし

ます。

【柿木分遣所・六日市分遣所の救急搬送の状況】

突然のこんな症状の場合はすぐ１１９番 ‼

・突然の激しい頭痛

・突然の高熱

・急にふらつき、立っていられない

・顔半分が動きにくい

・ろれつがまわりにくい

・見える範囲が狭くなる

・突然のしびれ

・片方の手足に力が入らなくなる

 頭・顔・手足など

・突然の激しい激痛・腹痛

・急な息切れ・呼吸困難

・胸の中央が圧迫されるような痛みが２～３分続く

・痛む場所が移動する

・血を吐く

・その他、いつもと違う、様子がおかしい場合

（特に高齢者は自覚症状が出にくい場合があります）

 胸・背中・お腹など

　１１９番通報などの判断に迷ったときは、「かかりつけ医」に相談、または「よしか健康ダイヤル２４」

へご相談ください。なお、「よしか健康ダイヤル２４」は１回線のみの契約となっていますので、話し中

の場合には電話が繋がりません。緊急の場合は迷わず１１９番してください。

　　　　【よしか健康ダイヤル２４】

☎　０１２０―１２０―０８０

通話料・相談料（いずれも無料）　受付時間（２４時間・年中無休）
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪図書館利用状況１月≫

●貸出総数　２６８１冊

●貸出人数　　４１４人

●来館者数　　４８１人

[ 休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と３／２０は祝日のため休館です。

・３／２６は図書整理のため休館です。

【新刊図書】

　１２月から１月の間に新しく入った図書を少しご紹介します。

吉賀町立図書館

柿木公民館

　国民の祝日でもある「春分の日」二十四節気の一つで、太陽の中心が春分点を通過する日を春分といい、

３月２１日頃にあたります。この日、太陽は赤道上にあって、真東から出て真西に沈み、昼と夜の長さが

ほぼ等しくなります。春分は、本格的な春の到来を告げる日と考えられています。長かった夜が次第に短

くなり、この日を境に逆転して、昼の時間が長くなり、少しずつ暖かさが増していきます。１９４８年に

は「自然をたたえ、生物をいつくしむ」日として、国民の祝日に定められました。

【今月の本の紹介】

パパは脳研究者　　　　　　　池谷　裕二　　　「めんどくさい」がなくなる本　鶴田　豊和

いま、子どもと本を楽しもう　片岡　徳雄　　　フォールアウト　　　　　　　フアン・ゴンザレス

涯の鷲　　　　　　　　　　　西村　寿行　　　幸福な生活　　　　　　　　　百田　尚樹

やぶへび　　　　　　　　　　大沢　在昌　　　炎と氷　　　　　　　　　　　新堂　冬樹

雨に泣いてる　　　　　　　　真山　仁　　　　さらば長き眠り　　　　　　　原　尞

考え方ひとつで人生は変わる　稲盛　和夫

裏切りのダビデ　　　　　　　ビクター・オストロフスキー

身のまわりの「危険物の科学」が一冊でまるごとわかる　齋藤　勝裕

開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日

一般図書

　『綱を引く』　　　　　　　　　　　堂場　瞬一　　　『オレサマのトリセツ』　　　　　　和田　秀樹

　『人魚が逃げた』　　　　　　　　　青山　美智子　　『蔦屋』　　　　　　　　　　　　　谷津　矢車

　『フリーランス農家という働き方』　小葉松　真里　　『森永卓郎のマクロ農業のすすめ』　森永　卓郎

児童図書

　『ミツバチとミミズ』　　フロランス ティナール　　 『工事のくるま大集合！』　　　　小賀野　実

　『フードバンクとぼく』　米山　けい子　　　　　　　『カメにのった捨て犬・未来！』　今西　乃子

絵本

　『なきむし』　みやにし　たつや　　『わすれていいから』　大森　裕子

　『いちごりら』　麻生　かづご

【冬のおはなし会】

　１２月２６日紙芝居と手品などの楽しいイベントを行いました。

　紙芝居は、吉賀町に伝わる『狸の恩返し』と『龍の駒』の話でした。放課後児童クラブの子ども達がた

　くさん来られ賑やかになりました。おはなし会は、主にボランティアの方がされています。

　年間に数回計画されますのでどうぞご来館ください。
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《
寄
稿
》

今
年
も
ま
た
、
元
旦
の
衝
撃
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

昨
年
の
元
日
に
、
日
本
中
を
衝
撃
の
渦

に
巻
き
込
ん
だ
能
登
半
島
地
震
！
ま
だ
ま

だ
復
興
も
道
半
ば
で
す
。

　

そ
し
て
今
年
、又
々
、元
日
の
大
シ
ョ
ッ

ク
が
私
を
襲
い
ま
し
た
。

　

豊
富
な
知
識
か
ら
次
々
と
湧
き
出
て
来

る
言
葉
の
数
々
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
中
心
と

し
た
会
社
を
経
営
さ
れ
て
多
く
の
古
民
家

の
再
生
に
力
を
入
れ
、
又
、
モ
ン
ゴ
ル
と

日
本
の
文
化
交
流
に
も
傾
注
し
、
地
元
の

農
業
の
振
興
に
も
寄
与
し
熱
い
心
を
持
っ

て
無
農
薬
米
の
販
路
拡
大
に
努
力
さ
れ
、

広
島
で
は
町
出
身
者
の
心
の
支
え
と
な
っ

て
い
る
「
広
島
六
日
市
会
」
の
会
長
も
務

め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
を
言
わ
な
け
れ
ば
彼

を
語
れ
な
い
事
が
あ
っ
て
・
・
・
我
々
の

地
区
（
沢
田
・
広
石
）
の
氏
神
様
（
指
月

神
社
・
大
岡
神
社
）
を
60
年
以
上
守
っ
て

こ
ら
れ
た
【
宮
司
】
で
私
の
同
級
生
で
も

あ
る
彼
が
元
日
の
夜
に
天
に
昇
ら
れ
た
こ

と
で
す
。

　

何
事
に
も
パ
ワ
フ
ル
に
取
り
組
み
地
区

の
為
を
思
っ
て
懸
命
に
走
っ
て
来
た
命
も

病
魔
に
屈
し
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
。
大
変

悲
し
く
、
寂
し
く
、
残
念
無
念
な
気
持
で

一
杯
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
あ
の
【
ど
す
】

の
効
い
た「
祝
詞
」が
聞
け
る
も
の
と
思
っ

て
い
た
だ
け
に
寂
し
い
限
り
で
す
。
幸
い

彼
の
娘
さ
ん
が
宮
司
の
職
を
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
は
氏
子
共
々
安

心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
（
私
達
も
力

の
限
り
支
え
て
い
く
所
存
で
す
。
）

　

私
の
胸
の
中
に
は
、
今
も
、
こ
れ
か
ら

も
あ
の
彼
の
祝
詞
が
響
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
長
き
に
渡
り
ご
指
導
下
さ
り
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
二
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

大
和
乃
国
我
が
日
本
国
は
極
東
に
於
け

る
一
孤
島
で
あ
り
古
来
よ
り
他
国
の
外
敵

侵
入
形
跡
た
る
や
稀
に
し
て
其
の
為
武

装
、
軍
共
々
に
至
っ
て
は
寧
ろ
内
乱
に
表

向
き
置
き
極
め
て
軽
微
二
の
次
と
相
心
得

る
。
よ
っ
て
、
此
の
様
相
上
意
識
的
観
念

を
得
て
し
て
も
是
等
は
典
型
的
な
る
農
耕

民
族
と
成
し
「
五
穀
豊
饒
」
を
糧
て
と
し

て
是
も
同
時
に
成
す
。
処
の
五
穀
の
内
、

特
に
「
米
麦
」
は
、
な
か
ん
ず
く
最
も
古

来
よ
り
五
生
大
事
に
是
を
扱
っ
て
来
た
最

た
る
屈
指
の
国
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
是

は
食
前
に
先
ず
神
前
に
供
え
「
御
神
米
」

と
成
す
も
の
。
郷
里
伝
承
に
於
い
て
も
旧

正
月
も
踏
ま
え
て
口
伝
他
に
て
現
世
に
伝

承
せ
し
め
農
耕
年
始
に
当
っ
て
は
此
の

「
御
神
米
」
を
主
体
と
し
て
至
っ
て
真
剣

に
是
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
先
ず
郷
里
伝
承
に
於
い
て
考

察
す
る
に
「
天
の
神
様
」
に
は
輪
飾
り
に

「
鯣
」
や
「
干
物
」
を
、
そ
し
て
「
地
の

神
様
」
に
は
農
耕
民
族
の
「
証
」
で
も
あ

る
「
洗
米
」
（
農
耕
地
含
む
）
と
更
に
是

も
同
様
清
め
払
ふ
に
一
握
り
の
「
御
塩
」

と
更
に
「
御
神
酒
」
を
心
深
々
く
相
謹
み

て
神
棚
に
高
く
供
え
是
等
を
祭
り
感
謝
を

共
々
に
表
示
す
。
そ
し
て
然
る
後
に
是
等

を
食
す
（
戴
く
）
と
云
ふ
も
の
で
あ
り
、

此
の
感
謝
の
念
の
名
残
り
の
一
端
と
し
て

観
取
さ
る
る
は
散
逸
下
の
米
麦
一
粒
と
て

決
し
て
粗
相
無
駄
に
て
は
相
成
ら
ず
一
粒

と
て
も
残
ら
ず
拾
い
集
め
基
に
覆
す
と
云

ふ
精
神
に
て
、
よ
っ
て
、
幼
な
子
と
云
え

ど
も
食
事
後
の
御
飯
粒
の
散
乱
は
御
法
度

扱
い
事
等
に
よ
っ
て
是
等
経
眼
視
可
能
と

相
成
る
も
の
。
か
た
や
農
具
の
「
鎌
」
や

「
鍬
」
の
一
本
と
て
大
事
其
の
農
耕
の
基

本
的
に
根
幹
を
な
す
も
の
透
か
さ
ず
「
農

神
様
」
へ
と
云
っ
て
輪
飾
り
を
代
表
的
農

具
に
田
畑
の
神
も
含
め
飾
り
付
け
同
時
に

お
供
用
重
餅
も
供
え
た
る
も
の
。
其
の
他

御
飯
や
御
数
を
煮
た
き
す
る
「
竈
の
神

様
」
へ
も
、
又
、
田
畑
を
始
じ
め
飲
料
水

他
と
し
て
も
無
く
て
は
な
ら
ぬ
一
物
の
水

を
「
水
神
様
」
へ
と
云
っ
て
是
等
を
鄭
重

に
お
供
え
奉
り
し
も
の
。
就
中
是
等
の
祭

祀
事
は
基
を
正
せ
ば
自
然
界
に
於
け
る
森

羅
万
象
が
下
「
農
神
」
そ
し
て
他
の
神
へ

の
対
峙
と
共
に
暮
ら
し
を
始
じ
め
て
凡
て

諸
般
の
万
物
を
も
大
事
に
大
切
に
扱
ふ
と

云
ふ
感
情
が
備
わ
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

ちょうみんひろば

幾
等
か
で
も
是
等
に
接
し
近
隣
せ
し
め
た

る
手
立
て
は
古
来
も
現
今
も
変
ら
な
い
。

つ
ま
り
神
を
崇
め
せ
し
め
る
事
と
同
時
に

改
め
て
是
、又
、農
耕
民
族
の
最
た
る
「
証
」

と
も
云
ふ
べ
き
農
耕
地
の
重
要
さ
を
茲
に

改
め
て
再
々
認
識
さ
せ
ら
る
る
今
日
此
の

頃
で
は
あ
る
。

　《
寄
稿
》

桜
の
景
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

　

わ
が
家
で
は
屋
根
か
ら
落
ち
た
雪
、
畑

の
雪
、
何
日
消
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
杖
を

突
き
な
が
ら
待
っ
て
い
る
の
だ
が
。

　

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
桜
守
す
る
人

の
話
が
出
て
来
た
。
努
力
の
跡
が
う
か
が

え
る
、
先
立
つ
人
が
い
な
い
と
決
し
て
出

来
な
い
。
そ
れ
を
見
て
廻
り
の
人
達
が
手

助
け
し
て
、
よ
う
や
く
毎
年
き
れ
い
な
桜

の
花
を
見
せ
て
く
れ
る
の
だ
が
、
金
で
は

か
え
な
い
。
自
分
達
の
事
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
だ
。
決
し
て
一
人
の
力
で
は
出
来

る
事
で
は
な
い
お
互
い
の
思
い
や
り
助
け

合
い
で
心
が
通
じ
合
う
の
だ
が
・
・
・

　

前
頃
は
、
田
山
畑
仕
事
へ
と
皆
働
い
て

い
た
の
だ
が
、
春
に
な
る
と
皆
集
ま
っ
て

桜
の
花
見
を
し
て
た
の
だ
。
随
分
長
い
事

し
た
も
の
だ
。
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が

ら
ど
の
人
も
笑
顔
で
あ
る
。
婦
人
は
と
言

う
と
朝
か
ら
む
す
び
作
り
を
す
る
。
丸
む

す
び
、
三
角
む
す
び
を
す
る
風
習
で
あ
っ

た
。
い
ろ
り
で
焼
い
て
食
べ
た
り
、
酒
が
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て
い
た
だ
け
に
寂
し
い
限
り
で
す
。
幸
い

彼
の
娘
さ
ん
が
宮
司
の
職
を
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
は
氏
子
共
々
安

心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
（
私
達
も
力

の
限
り
支
え
て
い
く
所
存
で
す
。
）

　

私
の
胸
の
中
に
は
、
今
も
、
こ
れ
か
ら

も
あ
の
彼
の
祝
詞
が
響
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
長
き
に
渡
り
ご
指
導
下
さ
り
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
二
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

大
和
乃
国
我
が
日
本
国
は
極
東
に
於
け

る
一
孤
島
で
あ
り
古
来
よ
り
他
国
の
外
敵

侵
入
形
跡
た
る
や
稀
に
し
て
其
の
為
武

装
、
軍
共
々
に
至
っ
て
は
寧
ろ
内
乱
に
表

向
き
置
き
極
め
て
軽
微
二
の
次
と
相
心
得

る
。
よ
っ
て
、
此
の
様
相
上
意
識
的
観
念

を
得
て
し
て
も
是
等
は
典
型
的
な
る
農
耕

民
族
と
成
し
「
五
穀
豊
饒
」
を
糧
て
と
し

て
是
も
同
時
に
成
す
。
処
の
五
穀
の
内
、

特
に
「
米
麦
」
は
、
な
か
ん
ず
く
最
も
古

来
よ
り
五
生
大
事
に
是
を
扱
っ
て
来
た
最

た
る
屈
指
の
国
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
是

は
食
前
に
先
ず
神
前
に
供
え
「
御
神
米
」

と
成
す
も
の
。
郷
里
伝
承
に
於
い
て
も
旧

正
月
も
踏
ま
え
て
口
伝
他
に
て
現
世
に
伝

承
せ
し
め
農
耕
年
始
に
当
っ
て
は
此
の

「
御
神
米
」
を
主
体
と
し
て
至
っ
て
真
剣

に
是
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
先
ず
郷
里
伝
承
に
於
い
て
考

ちょうみんひろば

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー
応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字

　

を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
、
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載

　

し
ま
す
が
、
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範

　

囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

●
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

吉賀町の人口・世帯数
（令和 7年 1月 31 日現在）
 人　口　5,558 人　 (-13)
 　男　　2,674 人　 （- 7）
　 女　　2,884 人　 （- 6）
 世帯数　2,944 世帯（-11）

空
爆
と
厳
冬
耐
え
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

寒
風
に
耐
え
て
春
待
つ
久
木
立
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

結
婚
し
よ
く
ぞ
耐
え
た
五
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

目
を
と
じ
て
昔
懐
か
し
絶
え
る
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

災
害
に
耐
え
て
前
向
く
能
登
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

体
裁
を
捨
て
も
隅
で
耐
え
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

過
疎
の
町
人
は
絶
え
て
熊
は
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

雪
遊
び
子
ど
も
は
し
ゃ
ぎ
親
は
耐
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

昨
年
の
暑
さ
忘
れ
て
耐
え
る
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

柿
争
ひ
鳥
連
合
に
勝
た
せ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

休
肝
日
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
で
満
足
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

桜
咲
く
夢
お
い
な
が
ら
今
む
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

　《
短
歌
》

ふ
わ
ふ
わ
と
綿
菓
子
の
よ
う
新
雪
は

　

我
が
里
景
色
額
に
入
れ
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

土
地
の
神
守
り
し
宮
司
天
に
逝
く

　

響
く
祝
詞
は
雲
の
上
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
１
月
届
出
）

　

岡
崎　

清
華
（
せ
い
か
）
さ
ん

　
　
　
　

賢
大
・
桂
芳
里
さ
ん
の
子　

六
日
市

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
１
月
届
出
）

　

能
美　

俱
久　
　

さ
ん　

96
歳　
　

広
石

　

梅
木　

ひ
と
み　

さ
ん　

72
歳　
　

六
日
市

　

丸
山　

惠
子　
　

さ
ん　

91
歳　
　

柿
木

　

末
廣　

良
子　
　

さ
ん　

73
歳　
　

蔵
木

　

永
安　

芳
子　
　

さ
ん　

81
歳　
　

福
川

　

三
浦　

勇　
　
　

さ
ん　

86
歳　
　

下
高
尻

　

山
代　

竹
子　
　

さ
ん　

95
歳　
　

真
田

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

は
い
っ
て
い
て
と
て
も
に
ぎ
や
か
だ
っ

た
。
皆
で
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
。

　
山
が
あ
れ
、
田
が
あ
れ
、
若
い
人
も
少

な
い
。
こ
れ
を
取
り
も
ど
す
事
出
来
る
の

だ
ろ
う
か
。
さ
み
し
い
な
ー
。

　《
俳
句
》

初
場
所
や
古
き
四
股
名
の
響
き
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

床
の
間
の
生
花
ま
は
り
の
淑
気
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

畳
敷
く
校
長
室
の
歌
か
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

故
郷
の
広
き
田
に
満
つ
淑
気
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

木
の
葉
ゆ
れ
土
蝕
む
は
初
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

初
景
色
尾
根
の
凹
の
日
の
出
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

人
麿
の
相
聞
の
山
初
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

元
旦
に
全
員
集
う
子
の
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

次
々
と
昔
ふ
り
か
え
る
冬
こ
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

　《
川
柳
》

松
納
め
注
連
縄
集
む
三
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

夢
が
あ
る
耐
え
る
を
重
ね
向
か
え
在
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

ひ
と
も
を
し
人
恨
め
し
き
朝
ぼ
ら
け

　

儚
く
も
降
り
し
春
の
あ
わ
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

八
畔
鹿
蟠
踞
せ
し
と
ふ
山
塊
の

　

気
配
さ
な
が
ら
雲
に
隠
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

前
を
向
き
笑
顔
で
い
る
こ
と
が
大
切
と

　

教
え
て
頂
い
た
嬉
し
い
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
己
子

週
一
回
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

　

仲
良
の
友
一
夜
に
し
て
逝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

隣
住
む
孫
の
摘
み
来
る
野
辺
の
花

　

老
ゆ
る
二
人
の
心
明
る
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

新
年
は
孫
達
の
揃
い
帰
省
す
る

　

食
器
も
新
調
し
待
つ
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

百
恵



広報よしか　2025 年 3 月号　№ 233　18

編集・発行　吉賀町役場企画課
〒 699-5513
島根県鹿足郡吉賀町六日市 750 番地
電話0856-77-1437 FAX0856-77-1891

吉賀町公式ＬＩＮＥ


